
令和８年度第１回相談支援部会 アジェンダ 

日時：令和 8 年４月 24 日（金）10：00～12：00 

場所：グリーンパレス ４階 集会室 401 

 

 

１．相談支援部会の目的と協議会及びワーキングチームとの関係の再確認 【資料１】 

１）相談支援部会の目的と協議会及びワーキングチームとの関係 

２）相談支援部会の進め方の提案 

 

２．協議会の報告 

１）当事者の方たちとの直接的なやりとりの必要性について 

２）複数事業所による共同体制（一人事業所の支援体制等）について 

３）「手引き」の見直しについて 

４）支援者支援の必要性（第１回部会報告の共有から） 

 

３．ワーキングチームの状況と今後の方向性確認 

１）地域別ワーキングチーム 

①目的の再確認 

②３地域共通の取り組み事項の提案 

⇒相談支援体制診断シート作成の提案  【資料 2】 

  ③３地域それぞれのプレ開催報告 

(1)構成や取り組み案についてどのような意見が出たか 

(2)「(1)」を受けて今後各地域で何をするか 

２）主任ワーキングチーム 

①目的、構成、主な活動内容と時期の提案 

②とりまとめ役の検討 

③練習会日時：６月２３日（火）10～12 時＠グリーンパレス 403 

 

４．その他 

・部会の報告の仕方（議事録以外の保管方法について） 

 

QF65327
フリーテキスト
　資料１（参考資料）



資料１



１ 相談支援部会の目的

① 相談支援体制の充実と連携

② 相談支援の質・量の向上



２ 相談支援部会の構造
① 協議会との関係
② 体制とメンバー

協議会 部会



【基幹相談支援センター】

人材育成の機能の
一部を委託 【相談支援部会全体会】

頻度：年２回程度
内容（例）

：事例検討
／官民等相互理解促進
多領域との情報等交換
その他相談支援従事者
全体で協議すること

【協議会」

拠点等
部会

災害支援
部会

【相談支援部会】
頻度：年4回程度
内容（例）
：部会等体制や取組内容の検討
ワーキングチームとの連携
地域アセスメント

区所管係
協議会
委員

主任

【地域別ワーキング】
頻度：随時
目的：地域課題の抽出

ネットワークづくり
その他

【主任ワーキング】
頻度：随時

目的：主任全員による
相談支援体制づくり
と人材育成

全ての指定相談支援事業所＋必要に応じて他の相談支援関係機関

【協議会以外の
連携会議等】

（例）精神保健福祉
協議会

【江相連（研修部）】
相談支援部会と
必用に応じた連携

相談支援部会の体制

【その他】
・複数事業所共同体制
・手引きの改訂
・加算にかかる整理
・その他

【コア会議】
頻度：随時
内容：全体の体制検討

年間計画作成



相談支援部会が目指す重層的な相談支援体制のイメージ

障害者相談支援事業
（地域生活支援事業）

基幹相談支援センター
（地域自立支援）協議会

指定相談支援事業
（個別給付）

住民
（本人・家族）



相談支援部会が目指す重層的な相談支援体制のイメージ

障害者相談支援事業
（地域生活支援事業）

基幹相談支援センター
（地域自立支援）協議会

指定相談支援事業
（個別給付）

住民
（本人・家族）



３ 相談支援部会の進め方（R8年度）
９月８月７月６月５月４月

○協議会

○○○部会

○○○○コア

３月２月１月１２月１１月１０月

○○協議会

○○○部会

○○○コア

［コア］⇔［部会］
※部会のうち１～２回は全体会



４ ワーキングチームについて

① 地域別ワーキング
目的:地域課題の抽出とネットワークづくり
構成:部会員＋地域別のメンバー
活動内容:

(1)各地域別共通の取り組み
(2)各地域別それぞれの取り組み

頻度:要確認



② 主任ワーキング
目的:主任全員による

相談支援体制づくりと人材育成
構成:全ての主任相談支援専門員
活動内容:

地域実習の練習
頻度:未定



Deta 専従配置者数 兼務者配置数 障害区分 体制加算 一般 自立 拠点 稼働状況 運営基準等
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初任 現任 主任 初任 現任 主任 300 100 100 60 30 60 30 60 30 60 30 計画 モニタ 計 計画 モニタ 計 計画 モニタ 計

例 〇△相談所 12 1 3 3 7 0.8 0.2 0.2 0.6 0.2 2.0 9.0 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 44 146 190 56 140 196 56 163 219 201.7 22.41 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 東 A 7 1 1 5 7 0.0 7.0 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 34 121 155 32 79 111 43 99 142 136.0 19.43 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 東 B 4 1 1 2 0.3 0.2 0.5 2.5 1 Ⅲ 1 1 1 1 1 14 45 59 10 47 57 15 30 45 53.7 21.47 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 東 C 5 1 1 2 0.2 0.2 0.2 0.6 2.6 1 1 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 13 55 68 12 57 69 11 56 67 68.0 26.15 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 東 D 1 1 1 0.0 1.0 1 10 10 20 3 5 8 2 8 10 12.7 12.67 1 1 1 1 1 1

5 東 E 3 2 2 0.2 0.2 2.2 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 15 66 81 12 50 62 13 55 68 70.3 31.97 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 東 F 1 1 1 0.0 1.0 1 1 1 5 20 25 6 22 28 5 28 33 28.7 28.67 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7 東 G 1 1 1 0.0 1.0 1 1 1 1 1 1 5 15 20 7 12 19 4 15 19 19.3 19.33 1 1 1 1 1 1

8 東 H 1 1 1 0.0 1.0 1 3 9 12 4 8 12 2 8 10 11.3 11.33 1 1 1 1 1 1

9 東 I 3 1 1 2 0.5 0.5 2.5 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 14 33 47 12 30 42 13 32 45 44.7 17.87 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10 中央 J 1 1 1 0.0 1.0 1 1 1 1 1 12 13 2 8 10 1 8 9 10.7 10.67 1 1 1 1 1 1 1 1 1

11 中央 K 4 1 1 2 0.5 0.5 1.0 3.0 1 Ⅲ 1 1 1 1 1 1 1 1 20 40 60 22 44 66 18 50 68 64.7 21.56 1 1 1 1 1 1 1 1 1

12 中央 L 2 0 0.5 0.5 1.0 1.0 1 1 1 1 1 1 8 1 9 8 2 10 21 1 22 13.7 13.67 1 1 1 1 1 1

13 中央 M 2 1 1 0.3 0.3 1.3 1 1 1 1 7 16 23 8 19 27 8 15 23 24.3 18.72 1 1 1 1 1 1 1 1 1

14 中央 N 2 0 0.2 0.5 0.5 1.2 1.2 1 1 1 1 5 18 23 7 19 26 6 20 26 25.0 20.83 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 西 O 4 1 1 0.2 0.2 0.4 1.4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 22 30 11 24 35 12 30 42 35.7 25.48 1 1 1 1 1 1

16 西 P 2 1 1 0.2 0.2 1.2 1 5 3 8 0 3 3 1 5 6 5.7 4.72 1 1 1 1 1 1

17 西 Q 2 1 1 0.3 0.3 1.3 1 1 1 1 1 1 1 1 5 25 30 6 18 24 10 20 30 28.0 21.54 1 1 1 1 1 1 1 1 1

18 西 R 1 1 1 0.0 1.0 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 8 21 29 6 23 29 7 21 28 28.7 28.67 1 1 1 1 1 1 1 1 1

19 西 S 3 1 1 1 3 0.0 3.0 1 Ⅰ 1 1 1 1 1 1 30 60 90 25 65 90 28 64 92 90.7 30.22 1 1 1 1 1 1 1 1 1

20 西 T 4 1 1 0.5 0.3 0.2 1.0 2.0 1 1 1 1 1 20 35 55 15 25 40 18 30 48 47.7 23.83 1 1 1 1 1 1

【資料2-1】



地域診断シートとは？

令和8年度第1回相談支援部会資料
令和8年4月24日

資料２－２



自治体の相談支援を数値で見える化
（データベースの作成と地域診断）する必要がある 

ア） 計画作成率を児・者別に見える化する 

イ） 事業所毎の相談支援専門員数及び常勤・兼務の別、

資格更新時期を含めて個別に把握する 

ウ） 事業所毎の業務量（1人あたりの月間平均算定数等）を把握する

 ※忙しいという声の根拠を見える化する

エ） 事業所毎の加算取得状況を把握する 

※制度の理解不足による取得漏れを予防する 

オ） 相談支援事業所に対して制度理解（加算取得含む）を含めた

運営・経営を指導する

参考：令和6年度東京都精神障害者地域移行体制整備支援事業研修資料



Deta 専従職員配置 兼務職員配置数 常
勤
換
算
数

障害区分 体制加算
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例 葛 A ７ １ １ ５ ８ ０ ８ １ １ １ １ １

Deta 体制加算 一般 自
立
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例 葛 A １ １ １ １ １ １ １

地域診断シート（自治体の相談支援を数値で見える化）

参考：令和6年度東京都精神障害者地域移行体制整備支援事業研修資料



Deta 専従職員配置 兼務職員配置数 常
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１ 葛 A ７ １ １ ５ ７ ０ ７ １ １ １ １ １

２ 葛 B ４ １ １ ２ 0.3 0.2 0.5 2.5 １

６ 葛 F １ １ １ ０ １ １ １ １

このデータから何が見えるか？

１０ 小 J １ １ １ ０ １ １ １ １

１１ 小 K ４ １ １ ２ 0.5 ０．５ １ ３ １ Ⅲ １ １

１２ 小 L ２ ０ 0.5 ０．５ １ １ １ １ １ １

１８ 東 R １ １ １ 0 1 1 1 1 1 1

１９ 東 S ３ １ １ １ ３ 0 3 1 1 1 1 1

２０ 東 T ４ １ １ 0.5 0.3 0.3 1 2 1 1 1 1

① 常勤の主任
が5名いる

② 協働体成で
1をとったかも

③ Ⅲが取れる
のになぜ無し？

② 協働体成か ④ 専従不在が
不安定？ 参考：令和6年度東京都精神障害者

地域移行体制整備支援事業研修資料

⑤ これがあれ
ばフルスペック



Deta 体制加算 一般 自
立
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１ 葛 A １ １ １ １ １ １ 34 121 155 32 79 111 43 99 142 136.0 19.43 

２ 葛 B １ １ 14 45 59 10 47 57 15 30 45 53.7 21.47 

６ 葛 F 5 20 25 6 22 28 5 28 33 28.7 28.67 

１０ 小 J １ 1 12 13 2 8 10 1 8 9 10.7 10.67 

１１ 小 K １ １ １ １ １ 20 40 60 22 44 66 18 50 68 64.7 21.56 

１２ 小 L １ 8 1 9 8 2 10 21 1 22 13.7 13.67 

１８ 東 R １ １ 8 21 29 6 23 29 7 21 28 28.7 28.67 

１９ 東 S １ １ １ 30 60 90 25 65 90 28 64 92 90.7 30.22 

２０ 東 T １ 20 35 55 15 25 40 18 30 48 47.7 23.83 

このデータから何が見えるか？

⑥ 高次脳
加算がない

⑨ Coを出すことで
主任加算を落とす

⑪ 計画以外に
収入源があるか

⑫ 収支安定
がここだけ？

⑬ 常勤の給与
が出ない？

⑮ 兼務の方が
忙しい？

⑧ 定着事業
ができる

⑦ 一人事業所
で後がない

参考：令和6年度東京都
精神障害者地域移行体制整備
支援事業研修資料

⑩ 拠点Coとれ
るのでは？



参考：令和6年度東京都精神障害者地域移行体制整備支援事業研修資料

67230

30 5,600

20,160

168,000

383,040

383,040



機能強化１
体制加算フル
1人で月25件

機能強化１
体制加算おしい
1人で月25件

協働型で機能強化１
体制加算いろいろおしい
1人で月29件

1人事業所で機能強化Ⅳ
体制加算いろいろおしい
1人で月29件



加算は「本人」「事業所」「行政」のすべてにメリットがある

No 加算の種類 加算のカテゴ
リー

本人・家族の
メリット

相談支援事業所のメ
リット

行政・関係機関の
メリット

１ 機能強化型 基本報酬 倒産しにくい 相談できる人がいる 信頼感

２ 主任配置加算 体制加算 頼れる 教えてくれる人がいる 基幹の協力

３ 医ケア、強行、精神、高次脳 体制加算 専門性が高そう 専門性を学べる 頼りになる

４ ピアサポート 体制加算 本人の意思を中心 襟を正せる 共生社会

５ 医療・保育・教育等連携 他機関連携 情報を伝えてくれる 医療等との連携深まる 福祉と連携深まる

６ 入院時情報連携 イベント連携 情報を伝えてくれる 医療等との連携深まる 福祉と連携深まる

７ 退院・退所 イベント連携 退院後の安心 医療等との連携深まる 福祉と連携深まる

８ 居宅（移行）連携 イベント連携 移行後の安心 移行先との連携深まる 互いの連携深まる

９ サービス提供時モニタ 連携加算 権利擁護 アセスメントが深まる 襟を正せる

10 サービス担当者会議 連携加算 権利擁護 サービスの質が上がる 襟を正せる

11 拠点等強化 連携加算 暮らしの安心 燃え尽き防止 地域課題可視化

阻害要因その１ 阻害要因その2 阻害要因その3

経営者（経営層）の意識 相談支援専門員自身の意識
 ・書式がない・通知が理解できない ・見

本がない ・記入が面倒くさい

世の中の意識 
清廉潔白の文化？ 
やりがい搾取？

参考：令和6年度東京都精神障害者地域移行体制整備支援事業研修資料



支給決定（R6.3） 総合支援法
分（R6.3）

児童福祉法
分（R6.3）

基幹
（R7.3）

機能強化体制（R7.3） 主任配置（R7.3）

No 自治体 人口 受給
者数

セル
フ率

受給
者数

セル
フ率

有無 1 Ⅱ Ⅲ Ⅳ 無 計 １ Ⅱ １＋
Ⅱ

無

江東区 54万 3,634 25.8 2,217 64.3 無 ２ １ ７ ０ 20 30 4 1 5 25

大田区 73万 4,333 8.8 2,154 74.2 委・直 2 0 3 0 44 49 2 2 4 45

世田谷区 92万 5,496 25.9 3,126 56.1 委託 2 2 4 1 35 44 4 4 8 36

杉並区 57万 3,141 0.1 1,816 0 直営 5 2 2 2 29 40 7 0 7 33

板橋区 57万 3,980 15.1 1,879 58.8 委託 1 2 2 1 34 40 2 1 3 37

練馬区 74万 5,463 3.1 3,055 1.1 委託 2 2 3 2 34 43 0 4 4 39

足立区 69万 6,582 35.3 2,499 69.9 直営 3 0 5 1 25 34 3 0 3 31

江戸川区 69万 5,426 13.4 3,139 27.7 直営 8 2 7 0 34 51 7 2 9 42

特別区データ

参考：令和6年度東京都精神障害者地域移行体制整備支援事業研修資料




